
バーロー「物理化学」第四版（東京化学同人）
第１１章



極座標

r : 半径
θ : 緯度
φ : 経度













Ψだけのプロット
（動径方向依存性だけ）

r2Ψ2 のプロット
（動径方向依存性だけ）

n を大きくすると動径方向の節面が増える（たまねぎ）



角度依存性だけ

実数にして
「見える」
ように
してある

l を大きくすると
角度方向の節面が
増える
（スイカの等分）


